
伊達小学校グランドデザイン 

学校教育目標 および 令和５年度の重点 

教育目標 つよく ただしく ほがらかに 

目指す資質能力 「確かな学力」を身に付けた子（知・技） 探究し、学び合える子（思・判・表） 自己を見つめ、情報を活用して学べる子（学びに向かう力・人間性） 

研修目標 伊達小学校に通う全ての児童に「資質・能力」を身に付けさせる～教師力の育成を通して～ 

研修の核  「学校力・学級経営力の向上」「令和の日本型学校教育」「情報活用能力の育成」 

 

 

 

 

 

 

数 値 目 標 

学力 

①伊達市学力テスト 正答率－目標値＝０ｐ以上（算数：「数と計算」領域、国語：「書く力」） 

②伊達市学力テスト 前年度同一集団の標準偏差（標準スコア）を上回る 

③単元テスト    正答率 60％以下児童＝０ 

④全国学力学習調査 全国平均以上 

体力 ①運動能力テスト  「50m走」全国平均比-0.2 秒以内 「立ち幅跳び」全国平均以上 

いじめ ①「いじめは許されない」回答＝100％    ② いじめ解消率＝100％ 

働き方 ①1カ月当たり超過勤務 45 時間以内、1週間の勤務時間 60 時間以内（日平均 12 時間以内） 
 

学校経営重点１（学力・体力向上） 学校経営重点２（豊かな心の育成） 学校経営重点３（生活習慣確立） 

①個別最適な学びと協働的な学

びの充実 

②学テ結果に基づいた授業改善 

③学校 DX への対応 

④総合的な学習の時間の改善 

⑤家庭での学習時間確保 

①50m 走、立ち幅跳び結果向上 

②縄跳びでの基礎体力つくり 

③「授業」以外のアプローチ 

①積極的な生徒指導（提要参考） 

②ICT を活用した道徳科授業改 

③情報活用能力の指導 

④自殺防止教育・SOS 教育強化 

⑤小中９年間を見据えたキャリ

ア教育の推進 

①家庭学習習慣の定着 

②家庭での望ましい生活リズム

の確立 

③給食指導（残食量の減少） 

④感染症情報へ対応した学校の

生活様式の確立 

学校経営重点４（地域連携推進） 学校経営重点５（教員人材育成） 学校経営重点６（働き方改革） 

①小中連携が基盤の取組 

②地元高校との連携 

③コミュニティスクール深化 

④だて学の推進（地域を学ぶ、

地域で学ぶ、地域の人から学

ぶ）すずめ踊り、藍染体験等 

①師弟同行 

②ニーズに応じた研修 

③プロジェクトチームにおける

若手職員による推進 

④コンプライアンス研修の継続

実施 

①学校 DX に向けた「コアチー

ム」による「Road」を参考と

した取組の展開 

②伊達市アクション・プランの

確実な推進 

 

学校力向上の柱１ ICTを活用した教育の充実 

(1）１人１台端末を活用した授業改善 

(2) １人１台端末の日常的な活用による学びの充実 

(3) 教員の ICT 活用指導力等の向上 

学校力向上の柱２ ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝを踏まえた働き方改革 

(1) 改革プロセスの明確化 

(2) 組織体制の構築 

(3) 業務の効率化に向けた取組の充実 

上記を支える基盤 
「第 2 次伊達市教育振興基本計画」「伊達市教育行政執行方針」「胆振管内教育推進の重点」 

教師としての資質・能力（服務規律保持） 学校運営協議会 ＰＴＡ 地域 幼稚園・保育所 

学校力向上に関する総合実践事業 
全教職員が一つのチームとなって包括的な学校改善を推進する学校モデルを提示し、実践の成果を普及・啓発するシステムを構築 

経営―５ 

特別支援教育 
（１）特別支援教育に関する全職員の共通理解を推進 
（２）特別支援学級における障がいの状態や特性及び心身の発達の段階等に応じた指導の充実 
（３）通常学級における特別支援教育の推進 
（４）計画的な保護者や関係機関との連携推進 


